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表 5-1-1 防災気象情報の伝え方に関する検討会 委員名簿

（◎座長、敬称略、有識者は五十音順）

（有識者）

池内 幸司
東京大学大学院 工学系研究科 教授
東京大学地球観測データ統融合連携研究機構 機構長

牛山 素行 静岡大学 防災総合センター 副センター長 教授

大野 宏之 一般社団法人 全国治水砂防協会 理事長

大原 美保 国立研究開発法人 土木研究所 主任研究員

片田 敏孝 東京大学大学院 情報学環 特任教授

国崎 信江 危機管理教育研究所 代表

関谷 直也 東京大学大学院 情報学環 准教授

◎田中 淳 東京大学大学院 情報学環 特任教授

谷原 和憲
一般社団法人 日本民間放送連盟 災害放送対策部会委員
（日本テレビ放送網 報道局 ニュースセンター 専任部長）

堤 浩一朗 ヤフー株式会社 メディア統括本部 Yahoo!天気・災害 企画リーダー

新野 宏 東京大学 大気海洋研究所 名誉教授

橋爪 尚泰 日本放送協会 報道局 災害・気象センター長

南 利幸 NPO 法人 気象キャスターネットワーク 代表

（関係省庁）

矢崎 剛吉 内閣府 政策統括官（防災担当）付 参事官（調査・企画担当）

荒竹 宏之 総務省消防庁 国民保護・防災部 防災課長

（事務局）気象庁、国土交通省水管理・国土保全局、国土交通省砂防部

１.防災気象情報

表 5-1-2 土砂災害への警戒の呼びかけに関する検討会 委員名簿

（◎座長、敬称略、五十音順）

牛山 素行 静岡大学防災総合センター 准教授

亀田 晃一 南日本放送 気象予報士

執印 康裕 宇都宮大学農学部森林科学科 教授

◎田中 淳 東京大学大学院情報学環 総合防災情報研究センター長

新野 宏 東京大学大気海洋研究所長

藤山 秀章 内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（調査・企画担当）

松本 浩司 日本放送協会 解説委員

水山 高久 京都大学大学院農学研究科 教授

村山 秀幸 新潟県上越市長

山口 英樹 消防庁 国民保護・防災部 防災課長

有識者検討会
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表 5-1-3 突風等短時間予測情報利活用検討会 委員名簿

（座長）

田中 淳
東京大学大学院情報学環総合防災情報研究センター センター長
（日本災害情報学会 企画委員会委員長）

（委員）

木村 拓郎
(株)社会安全研究所 所長
（日本災害情報学会 理事）

佐藤 勝士
（平成19年度）

宮崎県 総務部危機管理局長

後藤 厚一
（平成20年度）

宮崎県 総務部危機管理局長

高橋 民夫 文化放送 編成局報道制作部 防災キャスター

竹井 直樹 社団法人 日本損害保険協会 業務企画部長（理事待遇）

田村 幸雄
東京工芸大学 風工学研究センター センター長
（国際風工学会 IAWE 会長）

新野 宏
東京大学海洋研究所 教授
（日本気象学会 理事長）

柳下 尚道
（平成19年度）

東日本旅客鉄道株式会社 鉄道事業本部安全対策部長

宮下 直人
（平成20年度）

東日本旅客鉄道株式会社 執行役員 鉄道事業本部安全対策部長

柳橋 健
東京電力株式会社 執行役員 電力流通本部系統運用部長
（電力気象連絡会 会長）

山﨑 登 日本放送協会 解説委員室 解説主幹

代理委員（平成19年度第3回検討会のみ）

近藤 悟
（佐藤委員の代理）

宮崎県 総務部危機管理局危機管理室 主幹

宮澤 宏
（柳橋委員の代理）

東京電力株式会社 電力流通本部系統運用部 広域給電グループ マ
ネージャー （電力気象連絡会 事務局長）

（敬称略、委員は五十音順）

有識者検討会
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表 5-1-4 竜巻等突風の強さの評定に関する検討会 委員名簿

（会長）

田村 幸雄 東京工芸大学 名誉教授

（会長代理）

新野 宏 東京大学 名誉教授

（委員）

伊藤 優 株式会社 日本設計 技術顧問※1

奥田 泰雄 国立研究開発法人建築研究所 構造研究グループ シニアフェロー

喜々津 仁密 国土交通省 国土技術政策総合研究所 建築研究部 構造基準研究室長

小林 文明 防衛大学校 応用科学群 地球海洋学科 教授※2

坂田 弘安 東京工業大学 環境・社会理工学院建築学系 教授

小司 禎教 気象庁 気象研究所 気象衛星・観測システム部 第二研究室長※3

鈴木 覚
国立研究開発法人 森林研究所・整備機構 森林総合研究所
森林災害・被害研究拠点長

人見 泰義 株式会社 日本設計 構造設計群 専任部長※4

前田 潤滋 九州大学 教授※3

（敬称略、委員は五十音順）
※1 平成25（2013）年度～平成28（2016）年度（第1回～第7回）
※2 平成28（2016）年度～令和5（2023）年度（第7回～第13回）
※3 平成25（2013）年度～平成27（2015）年度（第1回～第6回）
※4 平成29（2017）年度～令和5（2023）年度（第8回～第13回）

有識者検討会
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図 5-1-1 竜巻等突風の強さの評定に関する検討会 報告書（概要）

有識者検討会
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池上 三喜子 （財）市民防災研究所理事

石川 芳治 東京農工大学大学院共生科学技術研究部教授

加藤 勝彦 岐阜市水防協会会長

久住 時男 新潟県見附市長

栗田 暢之 NPO法人レスキューストックヤード代表理事

小室 広佐子 東京国際大学国際関係学部助教授

※田中 淳 東洋大学社会学部教授

谷原 和憲 日本テレビ放送網（株） 報道局 社会担当副部長

辻本 哲郎 名古屋大学大学院教授

○廣井 脩 東京大学大学院情報学環学際情報学府教授

藤井 友竝 （財）河川情報センター理事長

山﨑 登 日本放送協会解説委員

山中 茂樹 関西学院大学災害復興制度研究所教授

山本 孝二 （株） ハレックス会長

表 5-1-5 洪水等に関する防災用語改善検討会 委員名簿

（○座長、※座長代行、敬称略、五十音順）

有識者検討会
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表 5-1-6 防災気象情報に関する検討会 委員名簿

（有識者）

池内 幸司 一般財団法人 河川情報センター 理事長／東京大学 名誉教授

○牛山 素行 静岡大学 防災総合センター 副センター長 教授

大原 美保 東京大学大学院 情報学環 総合防災情報研究センター 教授

小山内 信智 一般財団法人 砂防・地すべり技術センター 砂防技術総合研究所 所長

片田 敏孝 東京大学大学院 情報学環 総合防災情報研究センター 特任教授

国崎 信江 株式会社 危機管理教育研究所 代表

出世 ゆかり 国立研究開発法人 防災科学技術研究所 主任研究員

関谷 直也 東京大学大学院 情報学環 総合防災情報研究センター長 教授

田中 淳 東京大学大学院 情報学環 総合防災情報研究センター 特任教授

堤 浩一朗 LINEヤフー株式会社メディアカンパニー ヤフーメディア統括本部
Yahoo!天気・災害 企画

新野 宏 東京大学 名誉教授

福島 隆史 一般社団法人 日本民間放送連盟 災害放送専門部会 幹事
（TBS テレビ 報道局 解説委員）

藤本 真人
（第1回～第3回） 日本放送協会 報道局 災害・気象センター長

保科 泰彦
（第4回～第8回） 日本放送協会 報道局 災害・気象センター長

南 利幸 NPO法人 気象キャスターネットワーク 顧問

森 信人 京都大学 防災研究所 教授

◎矢守 克也※1 京都大学 防災研究所 副所長 教授

（関係省庁）
矢崎 剛吉
（第1回～第3回） 内閣府 政策統括官（防災担当）付 参事官（調査・企画担当）

朝田 将
（第4回～第8回） 内閣府 政策統括官（防災担当）付 参事官（調査・企画担当）

荒竹 宏之
（第1回～第4回） 消防庁 国民保護・防災部 防災課長

笹野 健
（第5回～第8回） 消防庁 国民保護・防災部 防災課長

（事務局） 気象庁、水管理･国土保全局
（◎座長、○副座長、敬称略、有識者は五十音順）

※1 第１回～第４回は 座長：田中 淳／副座長：矢守 克也

有識者検討会
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図 5-1-2 土砂キキクルの表示例

図 5-1-4 洪水キキクルの表示例

図 5-1-3 浸水キキクルの表示例

キキクル（危険度分布）の表示例
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２. 天気予報

図 5-2-1 初期の印刷天気図
明治16年3月1日（日本最古のもの）

写真集（天気図関係）

第 5 部 205



図 5-2-2 最初の暴風警報を発表した日の天気図と観測報告（明治16年5月26日）

図 5-2-3 現在の天気図（アジア太平洋地上天気図 令和6年5月21日21時）

写真集（天気図関係）
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図 5-2-4 現在の天気図（アジア太平洋海上悪天24時間予想図 令和6年5月21日21時）

図 5-2-5 現在の天気図（アジア太平洋海上悪天48時間予想図 令和6年5月21日21時）

写真集（天気図関係）
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図 5-2-6 天気図解析 予報現業旧庁舎時（昭和35年）

図 5-2-7 天気図記入（昭和56年）

写真集（天気図関係）
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図 5-2-8 天気図解析（昭和61年）

図 5-2-9 コンピュータ端末による地上天気図作成作業（平成8年）

写真集（天気図関係）
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図 5-2-10 海上警報・海上予報の発表海域

図 5-2-11 海上分布予報の例

海上予警・警報
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表 5-2-1 「台風情報の表示方法等に関する懇談会」（平成17年） 委員リスト

（座長）
廣井 脩 東京大学大学院 情報学環・学際情報学府教授

（副座長）
田中 淳 東洋大学 社会学部教授

（委員）

石橋 博良 （株）ウエザーニューズ 代表取締役会長兼社長
（気象振興協議会 第一部会長）

礒澤 亮祐 毎日放送 報道局 ニュースセンター部次長
高橋 民夫 文化放送 編成局報道制作部防災キャスター
谷原 和憲 日本テレビ放送網 報道局社会部副部長
宮崎 緑 千葉商科大学 政策情報学部助教授
山﨑 登 日本放送協会 解説委員
（行政機関）
細川 雅彦 札幌市 危機管理対策部危機管理対策課長
生駒 正明 鹿児島県 危機管理局次長兼危機管理防災課長
小暮 純也 内閣府 参事官（災害応急対策担当）
金谷 裕弘 総務省消防庁 防災課長
宮本 博司 国土交通省 河川局防災課長

（敬称略、有識者は五十音順）

図 5-2-12 台風プロダクトの変遷

台風予報
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図 5-2-13 RSMC予報官研修（平成13年～）研修風景（平成16年）

写真集（気象予報に関する国際協力）
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図 5-2-14 令和元年10月「台風に関するハイレベル東京会議」
東アジア各国・地域の気象局からの出席者（左上は日本の気象庁の長谷川予報部長）

図 5-2-15 令和元年10月「台風に関するハイレベル東京会議」
 （左）安倍総理大臣ビデオメッセージ
 （中）御法川国土交通副大臣挨拶
 （右）ターラスWMO事務局長挨拶

写真集（気象予報に関する国際協力）
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図 5-2-16 RSMC年報（平成2年～） 1989年版の表紙

写真集（気象予報に関する国際協力）
RSMC Tokyo - Typhoon Center
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図 5-2-17 台風数値予報ウェブサイト（平成16年～）
トップページ（令和6年時点）

図 5-2-18 シグメット支援情報（図形式）（平成27年～）
平成27年運用開始時

写真集（気象予報に関する国際協力）
RSMC Tokyo - Typhoon Center
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図 5-2-19 TCコミュニケーション（令和3年～）
情報交換の様子（令和6年）

写真集（気象予報に関する国際協力）
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図 5-2-20 1990年頃の降水短時間予報

1990年7月2日の降水3時間予想の例、降水の強度を記号で表していた。
(a)8時のレーダー・アメダス合成図
(b)11時のレーダー・アメダス合成図
(c)8時を初期値とし、11時を予想した降水3時間予想

雨に関するプロダクト
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図 5-2-21 「今後の雪」開始時のポスター

令和3年11月10日に降雪短時間予報の運用を開始し、これまで「現在の雪」として
解析積雪深・降雪量の情報を提供していたコンテンツに降雪短時間予報を加え、
「今後の雪」としてリニューアルした際のポスター

雪に関するプロダクト
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図 5-2-22 竜巻発生確度ナウキャストの表示例

図 5-2-23 雷ナウキャストの表示例

突風・雷に関するプロダクト
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会長

中村 尚（東京大学先端科学技術研究センター 教授） 平成29年６月～

木本 昌秀（東京大学大気海洋研究所 教授） 平成19年６月～平成29年５月

委員

中村 尚（東京大学先端科学技術研究センター 教授 ） 平成19年６月～

高薮 縁（東京大学 名誉教授） 平成29年６月～

植田 宏昭（筑波大学生命環境系 教授） 令和元年６月～

川村 隆一（九州大学大学院理学研究院 教授） 平成25年６月～

木本 昌秀（国立環境研究所 理事長） 平成19年６月～

谷本 陽一（北海道大学大学院地球環境科学研究院 教授） 平成25年６月～

坪木 和久（名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授） 令和３年４月～

直江 寛明（気象研究所気候・環境研究部第一研究室長） 令和４年４月～

野中 正見（海洋研究開発機構アプリケーションラボ グループリーダー) 令和３年４月～

廣岡 俊彦（九州大学 名誉教授） 平成19年６月～

向川 均（京都大学大学院理学研究科 教授） 平成19年６月～

渡部 雅浩（東京大学大気海洋研究所 教授） 平成25年６月～

石川 一郎（気象研究所全球大気海洋研究部 第二研究室長） 令和３年４月～令和４年３月

高薮 出（気象研究所 研究総務官） 平成29年６月～令和３年３月

前田 修平（気象研究所気候研究部 第二研究室長） 平成27年６月～令和29年５月

升本 順夫（東京大学大学院理学系研究科 教授） 平成21年６月～令和３年３月

藤部 文昭（首都大学東京 都市環境学部 特任教授） 平成21年６月～平成29年５月

岩崎 俊樹（東北大学大学院理学研究科 特任教授） 平成19年６月～令和元年５月

尾瀬 智昭（気象研究所気候研究部 第二研究室長） 平成19年６月～平成27年５月

安成 哲三（名古屋大学地球水循環研究センター 特任教授） 平成19年６月～平成25年５月

山﨑 孝治（北海道大学大学院地球科学研究院 教授） 平成19年６月～平成25年５月

鬼頭 昭雄（気象研究所 気候研究部長） 平成19年６月～平成21年５月

山形 俊男（東京大学大学院理学系研究科 副研究科長） 平成19年６月～平成21年５月

表 5-3-1 異常気象分析検討会（平成19年6月～令和6年8月）
会長・委員一覧

※会長を含む委員の所属・肩書は退任直前（ただし５月退任の場合は直前３月時点）のもの。
現委員は、令和６年８月現在のもの。

異常気象分析検討会

３．気候情報
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図 5-3-1 令和6年度第一回異常気象分析検討会 記者会見の様子

異常気象分析検討会

第 5 部 221



図 5-3-2 気候系監視報告（昭和62年3月）（1/3）

資料（気候系解析・監視 ）
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図 5-3-2 気候系監視報告（昭和62年3月）（2/3）

資料（気候系解析・監視 ）
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図 5-3-2 気候系監視報告（昭和62年3月）（3/3）

資料（気候系解析・監視 ）
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図 5-3-3 気候系監視速報（令和6年8月）（1/3）

資料（気候系解析・監視 ）
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図 5-3-3 気候系監視速報（令和6年8月）（2/3）

資料（気候系解析・監視 ）
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図 5-3-3 気候系監視速報（令和6年8月）（3/3）

資料（気候系解析・監視 ）
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図 5-3-4 全球異常気象監視速報（No.1 平成12年3月8日発表）（1/3）

資料（気候系解析・監視 ）
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図 5-3-4 全球異常気象監視速報（No.1 平成12年3月8日発表）（2/3）

資料（気候系解析・監視 ）
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図 5-3-4 全球異常気象監視速報（No.1 平成12年3月8日発表）（3/3）

資料（気候系解析・監視 ）
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図 5-3-5 全球異常気象監視速報
（No.1275 令和6年10月9日掲載（日本語版））

資料（気候系解析・監視 ）
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図 5-3-6 全球異常気象監視速報
（No.1275 令和6年10月9日掲載（英語版））

資料（気候系解析・監視 ）
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図 5-3-7 CBS-LC-GCOS年次レポート2022（令和5年）（1/3）

資料（気候系解析・監視 ）
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図 5-3-7 CBS-LC-GCOS年次レポート2022（令和5年）（2/3）

資料（気候系解析・監視 ）
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図 5-3-7 CBS-LC-GCOS年次レポート2022（令和5年）（3/3）

資料（気候系解析・監視 ）
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図 5-3-8 週間天気予報

資料（週間天気予報等）
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図 5-3-9 アンサンブル手法を用いた予想資料（週間アンサンブル予想図）

資料（週間天気予報等）
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図 5-3-10 アンサンブル手法を用いた予想資料（週間予報支援図（アンサンブル））

資料（週間天気予報等）
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図 5-3-11 梅雨入り・明けの発表

資料（梅雨の入り・明け）
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図 5-3-12 中央気象台で昭和28年（1953年）から季節予報の発表を
順次再開した後の最初の暖候期予報（1/2）

資料（季節予報）
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図 5-3-12 中央気象台で昭和28年（1953年）から季節予報の発表を
順次再開した後の最初の暖候期予報（2/2）

資料（季節予報）
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図 5-3-13 1997～1998年エルニーニョ現象最盛期のエルニーニョ監視速報No.63
（1/2）

資料（季節予報）
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資料（季節予報）

図 5-3-13 1997～1998年エルニーニョ現象最盛期のエルニーニョ監視速報No.63
（2/2）
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図 5-3-14 平成30年（2018年）7月中旬の記録的な高温の報道発表資料、
同日発表の異常天候早期警戒情報の発表状況（図）と関東甲信地方の情報（文章）

高温に関する異常天候早期警戒情報（関東甲信地方）
平成３０年７月２３日１４時３０分
気象庁 地球環境・海洋部 発表

要早期警戒（気温）
警戒期間 ７月２８日頃からの約１週間
対象地域 関東甲信地方
警戒事項 かなりの高温（７日平均地域平年差＋１．
９℃以上）
確率 ３０％以上

今回の検討対象期間（７月２８日から８月６日ま
で）において、関東甲信地方では、７月２８日頃から
の１週間は、気温が平年よりかなり高くなる確率が３
０％以上と見込まれます。
農作物の管理に注意してください。また、熱中症の

危険が高い状態が続きますので、健康管理に注意して
ください。
なお、１週間以内に高温が予想される場合には高温

に関する気象情報を、翌日又は当日に高温が予想され
る場合には高温注意情報を発表しますので、こちらに
も留意してください。

資料（季節予報）
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４．気候変動

会長

花輪 公雄（東北大学 名誉教授 / 海洋研究開発機構
変動海洋エコシステム高等研究所 顧問） 平成30年6月～

委員

石川 洋一（海洋研究開発機構 付加価値情報創生部門
地球情報科学技術センター センター長） 平成30年6月～

鬼頭 昭雄（元 気象庁気象研究所 気候研究部長） 平成30年6月～
木本 昌秀（国立環境研究所 理事長） 平成30年6月～
小池 俊雄
（土木研究所 水災害・リスクマネジメント国際センターセンター長） 平成30年6月～

三枝 信子（国立環境研究所 地球システム領域 領域長） 平成30年6月～
高橋 潔（国立環境研究所 社会システム領域 副領域長） 平成30年6月～
竹村 俊彦（九州大学 応用力学研究所 教授） 平成30年6月～
中北 英一（京都大学 副理事 / 防災研究所 気候変動適応研究センター セ
ンター長） 平成30年6月～

保坂 直紀（東京大学 大気海洋研究所 特任研究員 / サイエンスライター） 平成30年6月～
山﨑 登（国士舘大学 名誉教授 / 国士舘大学 防災・救急救助総合研究所） 平成30年6月～

表 5-4-1 気候変動に関する懇談会 委員一覧（令和6年10月現在）

（敬称略、委員は五十音順）

気候変動に関する懇談会
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写真集（地上気象観測）
JMA-80型地上気象観測装置

図 5-5-1 大阪合同庁舎第2号館屋上（測風塔）に設置した風向風速計、回転式日照計、全天日射計

図 5-5-2 観測装置

５．気象観測
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図 5-5-3 露場（大阪合同庁舎第２号館の東）

通風筒
（温度計）通風筒

（露点温度計）

図 5-5-4 通風筒

写真集（地上気象観測）
JMA-80型地上気象観測装置
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図 5-5-5
大阪市立博物館屋上に
設置した風向風速計

図 5-5-6
大阪合同庁舎第2号館及び
第4号館それぞれの屋上に
設置した日射日照計

図 5-5-7
観測装置

図 5-5-8 露場（大阪合同庁舎第２号館の東）

写真集（地上気象観測）
JMA-95型地上気象観測装置
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図 5-5-9
大阪市東中本地域の学校屋上に

設置した風向風速計

図 5-5-10
回転式日照計と全天日射計

図 5-5-11 露場（大阪合同庁舎第２号館の東）

写真集（地上気象観測）
JMA-10型地上気象観測装置
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写真集（地域気象観測）

図 5-5-12 アメダス89型

図 5-5-13 アメダス04型
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図 5-5-14 アメダス19型

写真集（地域気象観測）
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写真集（現在の検定装置）

図 5-5-15 温度計検査装置（液槽） 図 5-5-16 温度計検査装置（気槽）

図 5-5-17 湿度計検査装置 図 5-5-18 恒温恒湿検査装置

図 5-5-19 気圧検査装置 図 5-5-20 雨量計検査用機器
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図 5-5-21 風洞測定部と制御関係機器 図 5-5-22 風車型風速計の検定風景

図 5-5-23 風洞測定部と制御卓 図 5-5-24 風車型風速計の検定風景

図 5-5-25 風洞本体と切替式の吹出口、
吸い込み洞

図 5-5-26 風車型風速計の検定風景

初代（昭和18年～昭和39年）

二代目（昭和39年～平成24年）

三代目（平成24年～ 現在）

写真集（風洞設備の変遷）
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写真集（現在の基準器）

図 5-5-27 標準白金測温抵抗体ほか 図 5-5-28 鏡面冷却式露点計

図 5-5-29 ピストン式重錘型圧力標準器 図 5-5-30 超音波風速計（左）、
ピトー管（右）

図 5-5-31 精密型全天電気式日射計 図 5-5-32 直達電気式日射計

温度 湿度

気圧 風速

日射 日照

254 気象百五十年史 資料編



写真集（レーダー気象観測）

図 5-5-33 気象庁で初めての現業用気象レーダー
（昭和29年に大阪管区気象台構内（生野区勝山通り）に設置された大阪レーダー）

大阪レーダー１号機

大阪レーダー１号機
の指示器

大阪レーダー1号機が
捉えた寒冷前線のエコー

（昭和29年9月24日10時43分）

図 5-5-34 富士山レーダー
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図 5-5-35 スケッチの様子
（昭和31年 東京レーダー）

図 5-5-36 レーダー画像
（昭和40年8月22日 富士山レーダー）

図 5-5-37 レーダースケッチ図
（昭和61年7月7日 仙台レーダー）

図 5-5-38 レーダーエコーデジタル化装置によるデータをもとに作成されたレーダーエコー合成図
（平成2年7月4日 東京・富士山・名古屋・新潟レーダー）

写真集（レーダー気象観測）
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図 5-5-39 気象ドップラーレーダー（東京レーダー）

新レーダー塔 空中線 観測されたドップラー速度データ

図 5-5-40 気象庁本庁観測現業室の様子
（気象レーダー観測処理システムによりレーダーの運用とデータ処理を本庁に集約）

写真集（レーダー気象観測）
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（振幅の比→降水粒子の形）
降水粒子は粒が大きいほど、より空気抵抗をうけて扁平になり
ます。これを水平偏波と垂直偏波により観測し、その反射波の
振幅の比から降水粒子の形を推定します。

（位相の差→雨の強さ）
電波には、雨粒などの水の中を進むとき、何もない大気中と比べて速度が少し遅
くなる性質があります。強い雨ほど水平偏波が遅くなる性質を利用して、水平偏
波と垂直偏波により観測し、その反射波の位相の差から雨の強さを推定します。

図 5-5-41 二重偏波気象ドップラーレーダーの観測原理

従来のレーダーによる観測
二重偏波レーダー(東京)

による観測

図 5-5-42 二重偏波気象ドップラーレーダーによる観測データ（東京レーダーの例）

写真集（レーダー気象観測）
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図 5-5-43 二重偏波気象ドップラーレーダー
（主要装置の主な外観 日本無線株式会社製）

図 5-5-44 二重偏波気象ドップラーレーダー
（主要装置の主な外観 三菱電機株式会社製）

写真集（レーダー気象観測）
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図 5-5-45 二重偏波気象ドップラーレーダー
（主要装置の主な外観 東芝インフラシステムズ株式会社製）

写真集（レーダー気象観測）
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写真集（高層気象観測）
ラジオゾンデの変遷

図 5-5-46
中央気象台1号型
ラジオゾンデ

図 5-5-47
RS2-91型

レーウィンゾンデ

図 5-5-48
RS41-SG型
GPSゾンデ

図 5-5-49 現在運用中の
ウィンドプロファイラ（左）と
地上マイクロ波放射計（右）

図 5-5-50 気象ロケット観測
（昭和45年から平成13年）

その他の高層気象観測
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図 5-5-51 推計気象分布のリーフレット
運用開始当初（2016年3月）版（1/2）

面的プロダクト関係資料
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図 5-5-51 推計気象分布のリーフレット
運用開始当初（2016年3月）版（2/2）

面的プロダクト関係資料
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図 5-5-52 推計気象分布のリーフレット
日照時間導入時（2020年9月）版（1/2）

面的プロダクト関係資料

264 気象百五十年史 資料編



図 5-5-52 推計気象分布のリーフレット
日照時間導入時（2020年9月）版（2/2）

面的プロダクト関係資料
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図 5-5-53 積乱雲情報プロダクトについて

面的プロダクト関係資料

266 気象百五十年史 資料編



６．海洋気象

図 5-6-1 沿岸海洋月表（1959年）

沿岸海洋月表
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図 5-6-2 東京湾コールシステム（自動応答遠隔自記検潮装置）（1962年、気象庁本庁）
1959年伊勢湾台風災害を契機に高潮監視体制の強化。高潮被害が想定される東京湾、伊勢湾、大
阪湾それぞれに整備。湾内にある複数の観測地点の潮位データを無線で受信し高潮の監視に活用。

図 5-6-3 係留型海洋気象ブイロボット（四国南方沖）
国際的には世界気象機関（WMO）の世界気象監視計画（WWW）及び全世界海洋情報
サービスシステム（IGOSS）計画の一環として、海洋上のデータ空白域を埋める観
測であるとともに、我が国に影響を及ぼす台風や発達した低気圧、梅雨前線の活
動、季節風の吹き出し等を監視する防災の目的を担うために設置。

写真集（海洋気象観測関係）
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図 5-6-4 漂流型海洋気象ブイロボット（2013年撮影）
平成12年以降、定置型に代えて漂流型の海洋気象ブイロボットの運用を開始、日本周
辺の海域に定期的に放流。国際的には世界気象機関（WMO）の世界気象監視計画
（WWW）及び全世界海洋情報サービスシステム（IGOSS）計画の一環として、海洋上の
データ空白域を埋める観測であるとともに、我が国に影響を及ぼす台風や発達した低
気圧、梅雨前線の活動、季節風の吹き出し等を監視する防災の目的を担う。

図 5-6-5 検潮儀（フース式）
昭和20年代から平成23年まで潮位観測の主力として使用していた浮き（フロート）を
使った検潮儀（写真左は口之津）

写真集（海洋気象観測関係）
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図 5-6-6 潮位・津波観測システム
東日本大震災における観測施設の損壊、電力や通信網の途絶の経験をもとに、
通信網の冗長化、電源強化等の機能強化を行い、潮位・津波観測システムを構築

写真集（海洋気象観測関係）
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図 5-6-7 レーダー式波浪計（長崎県生月島）（上）
とレーダー式波浪計のシステム構成（下）

波浪計の観測方式を、従来の超音波式からレーダー式に変更することにより、
海中の機器やケーブル等が不要となり観測施設の耐障害性、耐久性が向上する
ことで、従来以上に沿岸における安定的な波浪観測が可能となった。

写真集（海洋気象観測関係）
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図 5-6-8 ブイ式海底津波計の海上設置作業（上）と観測システム概要（下）
東北地方太平洋沖の日本海溝東側に3基のブイ式海底津波計を整備。日本海溝付近
で発生する津波を、既存の観測網に比べて場所によっては10分程度早く捉えること
が可能。2012年12月から2016年8月までの期間、津波監視に活用された。
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図 5-6-9 凌風丸（Ⅰ世） 昭和12年建造。総トン数 1,180トン。
先の大戦では海軍に徴用されて、気象観測通報や物資輸送任務に従事した後、
無事に終戦を迎えた。

図 5-6-10 凌風丸（Ⅱ世） 昭和41年建造。総トン数 1,599トン。
気象庁の観測船として初めて気象レーダーを備えた。また、凌風丸（Ⅰ世）と同じく離
島の観測所への補給機能を有しており、前甲板には荷役用の設備がある。CTD（電気伝
導度水温水深計）が導入されると、それを用いた海洋観測が可能となるよう改装された。
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図 5-6-11 凌風丸（Ⅲ世） 平成7年建造。総トン数 1,380トン。
設計段階からCTDによる海洋観測を主として行う観測船としてまとめられた。観測時等
における運動性能を向上させるため、特殊な舵（左右に並んだ２枚の舵を制御して、推
進力を様々な方向に自在に向けられる機構）を装備している。また、建造時から高層気
象観測用の放球コンテナ等の設備を搭載している。

図 5-6-12 凌風丸（Ⅳ世） 令和6年建造。総トン数 1,986トン。
設計思想としては凌風丸（Ⅲ世）を概ね引継ぎ、CTDによる海洋観測や高層気象観測
を効率的に実施できる。また、ディーゼル推進と電気推進を組み合わせた、タンデム
ハイブリッド推進方式を採用し、燃費や運動性能の向上を図っている。
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図 5-6-13 啓風丸（Ⅰ世） 昭和44年建造。総トン数 1,795トン。
いわば「洋上の気象台」としての機能を備えて建造され、気象レーダーを搭載している（船
橋上のレドーム内）。なお、後部のドーム内には、高層気象観測用の気球追尾用のアンテナ
が装備されている。凌風丸（Ⅱ世）と同様に、晩年にはCTD観測が可能となるよう改装された。

図 5-6-14 啓風丸（Ⅱ世） 平成12年建造。総トン数 1,483トン。
建造所が異なるため、外観などはかなり異なっているが、凌風丸（Ⅲ世）の準同型船とし
て建造されており、観測船としての機能は凌風丸（Ⅲ世）と同等である。
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図 5-6-15 高風丸（Ⅰ世） 昭和38年建造。総トン数 346トン。函館海洋気象台所属。

図 5-6-16 高風丸（Ⅱ世） 昭和63年建造。総トン数 487トン。函館海洋気象台所属。
図 5-6-23に示した長風丸（Ⅱ世）の次に建造された同船の姉妹船。新しい世代の中型観測船
として、当初からCTD観測や高層気象観測などが効率よく実施できるよう設計・建造された。
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図 5-6-17 清風丸（Ⅱ世） 昭和39年建造。総トン数 355トン。舞鶴海洋気象台所属。

図 5-6-18 清風丸（Ⅲ世） 平成5年建造。総トン数 484トン。舞鶴海洋気象台所属。
図 5-6-23に示した長風丸（Ⅱ世）、図 5-6-16に示した高風丸（Ⅱ世）に次いで建造
された両船の姉妹船。新しい世代の中型観測船として、当初からCTD観測や高層気象観
測などが効率よく実施できるよう設計・建造された。
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図 5-6-19 春風丸（Ⅰ世） 昭和2年建造。総トン数 125トン。
海洋気象台（後の神戸海洋気象台）所属。我が国でおそらく最初の本格的
な海洋観測専門の船として建造された。

図 5-6-20 春風丸（Ⅱ世） 昭和29年建造。総トン数 150トン。神戸海洋気象台所属。
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図 5-6-21 春風丸（Ⅲ世） 昭和49年建造。総トン数 373トン。神戸海洋気象台所属。
他の海洋気象台に新しい世代の中型観測船（長風丸（Ⅱ世）など）が配備されるのと時
を同じくして、CTD観測が可能となるよう改装された。

図 5-6-22 長風丸（Ⅰ世） 昭和35年建造。総トン数 266トン。長崎海洋気象台所属。
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図 5-6-23 長風丸（Ⅱ世） 昭和62年建造。総トン数 480トン。長崎海洋気象台所属
新しい世代の中型観測船として、当初からCTD観測や高層気象観測などが効率よく実施できる
よう設計・建造された。高風丸（Ⅱ世）、清風丸（Ⅲ世）は準同型船。近年の主な気象庁観測
船とは異なり、マストと煙突が一体となったマック形式を採用していないのが外観上の特徴。

図 5-6-24 凌風丸Ⅰ世による海洋観測風景（1958年）
ナンセン式採水器を用いた各層観測を実施中である。画面右端の観測員の手元に見え
ている白い筒状のものが、ナンセン式採水器である。画面左側のウインチから伸ばさ
れたワイヤーに採水器を取り付けているところと思われる。1本の採水器の取り付けが
終わると、さらにワイヤーを繰り出し、所定の長さ（≒深度）に達したところで止め、
別の採水器を取り付けるという作業を繰り返す。
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図 5-6-25 観測船上での温度計読み取り（1969年頃）
船上に揚げられて架台に固定されたナンセン式採水器（黄色の筒）と転倒温度計（銀色の保護
枠内）が並んでいる。写真の人物（観測員）が、ルーペを用いて転倒温度計の示度（水銀糸が
切れて保持された、各層の海水の温度）を読み取っている。写真には写っていないが、この観
測員の背後には、読み上げられた示度を野帳に記録している別の観測員が居るはずである。

図 5-6-26 海水試料の採取（1983年頃）
船上に揚げられたナンセン式採水器から、溶存酸素や塩分、栄養塩など様々な
分析に供される試水をゴムチューブを用いて専用の瓶に入れている観測員。
それらの分析項目によって用いられる瓶はそれぞれ別のものであるが、この写
真では何の分析用の水を採取しているか判然としない。
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図 5-6-27 船内の観測室における塩分検定作業（1964年頃）
塩分計（サリノメーター）を用いて、ナンセン式採水器から得られた試水中の塩分を測定して
いる。それぞれの試水の電気伝導度を測定することによって、塩分を求めている。

図 5-6-28 凌風丸Ⅲ世による海洋観測風景
電気伝導度水温水深計（CTD）による各層観測を行っているところで、今まさにクレーンから
CTD・多筒採水器が離れて海中に投入されるところである。この後、ウインチからケーブル
（内部に信号線が入っている）が繰り出され、CTD・多筒採水器が降下していく。
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図 5-6-29 海中に投入された直後のCTD・多筒採水器
36本取り付けられている採水器（上部にあるグレーの筒状のもの。1本の容量は10リッ
トル）の上下にある蓋が開いているので、投入直後である。このままケーブルが繰り出
されて沈降していき、下部に見えているCTDセンサーで水温・塩分・圧力が連続的に測
定されていく。観測の最大深度に達した後、ケーブルが巻き上げられていき、あらかじ
め定めた深度に達したところで、船上からの指示によって採水器の蓋が閉められ、それ
ぞれの深度での海水が順次採取されていく。

図 5-6-30 海水試料の採取
船上に引き上げられた多筒採水器から、溶存酸素や塩分、栄養塩など様々な分析に供さ
れる試水を専用の瓶に採取している観測員。それらの分析項目によって用いられる瓶は
それぞれ専用のものであり、この写真で観測員が持っているものは、（やや見えづらい
が）栄養塩分析用の瓶である。
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図 5-6-31 船内の観測室における海水試料分析
観測員が、各深度の分析用試水を自動化学分析装置（オートアナライザー）にセットして、
栄養塩（ケイ酸塩、硝酸塩、亜硝酸塩、リン酸塩）の分析に取りかかろうとしているところ。

図 5-6-32 定点観測船「のじま」
昭和29年以降、中央気象台と海上保安庁との取り決めにより、南方定点（北緯29度、
東経135度）の観測は巡視船に気象台職員が同乗して実施された。写真はその定点観測
に用いられた巡視船5隻のうちの「のじま」（総トン数 869トン）である。
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図 5-6-33 高層気象観測
撮影時期は不明であるが、凌風丸（Ⅲ世）による高層気象観測のひとコマである。左側の写真
は、高層気象観測用のバルーンとその下に吊り下げられたラジオゾンデ（上空の気温・湿度等
のセンサーと送信機が収められている）が、今まさに放球コンテナから放出されたところ。右
の写真では、観測船の航走中においても高層気象観測が行われていることがわかる。

図 5-6-34 アルゴフロートの投入
撮影時期と船名は不明であるが、おそらく凌風丸（Ⅲ世）でアルゴフロート投入作業が行われ
ているところ。船尾に装備されているAフレームクレーンを用いて、アルゴフロート（黄色い
筒状のもの）を慎重に海中に投入しようとしている。このアルゴフロートは海中を定期的に浮
沈しつつ、深さ約2,000ｍまでの水温・塩分を観測する。その観測データは、フロートが海面
に浮上した際に通信衛星を経由して気象庁に送信される。

写真集（海洋気象観測関係）

第 5 部 285



図 5-6-35 全般海氷情報（1978年）

全般海氷情報の変遷
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図 5-6-36 全般海氷情報（上：1988年、下：2024年）

全般海氷情報の変遷
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図 5-6-37 海氷解析の作業風景

海氷業務の業務風景
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図 5-6-38 気象庁全国海況旬報（1946年）

海水温に関する情報の変遷
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図 5-6-39 海洋の健康診断表（2024年）

海水温に関する情報の変遷
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海流に関する情報の変遷

図 5-6-40 気象庁全国海況旬報（1956年）

図 5-6-41 気象庁全国海況旬報（1986年）
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図 5-6-42 海洋の健康診断表（2024年）
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292 気象百五十年史 資料編



図 5-6-43 全般海面水温・海流月予報（1990年）

海面水温・海流予報の変遷
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図 5-6-44 海面水温・海流1か月予報（2024年）（1/3）

海面水温・海流予報の変遷
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図 5-6-44 海面水温・海流1か月予報（2024年）（2/3）

海面水温・海流予報の変遷
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図 5-6-44 海面水温・海流1か月予報（2024年）（3/3）

海面水温・海流予報の変遷
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７．環境気象

図 5-7-1 南極域の月平均オゾン全量分布図
オゾン層観測報告（1990年）の図（上）と気象庁ホームページで現在公表している図（下）

衛星観測によるオゾン全量解析の変遷
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黄砂情報におけるプロダクトの変遷

図 5-7-2 気象庁ホームページに公表した日本付近の黄砂の予測図
提供を開始した2004年（上）と2020年（下）
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二酸化炭素分布情報の変遷

図 5-7-3 二酸化炭素濃度の球面分布図（地表付近／年平均値）
平成21年発表開始時の図（上）と令和6年発表の図（下）
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図 5-7-4 本庁大気汚染気象センターの予報作業風景（昭和50年）
気象の解析や予測から、スモッグの発生しやすい大気の状況か予報する。
右側の機器は、東京都の大気汚染警報発令を知らせる同時通報装置。
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表 5-7-1 放射能観測の実施状況（1957年当時） 

放射能観測業務
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図 5-7-5 放射能観測開始当時の観測点

放射能観測業務
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図 5-7-6 54A型採取装置（鹿児島地方気象台）での試料採取の様子

図 5-7-7 56型微気圧計（室戸岬測候所）

写真集（放射能観測業務）

第 5 部 303



図 5-7-8 モニタリングポストND-R12-195(輪島測候所)

写真集（放射能観測業務）

304 気象百五十年史 資料編



図 5-7-9 γ線核種分析装置(福岡管区気象台)

図 5-7-10 全β測定用試料の調製（仙台管区気象台）
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